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『自然観察インストラクター』ってどんな人？

　　あなたは『自然観察インストラクター』と聞いてどんな人をイメージしますか？
　植物の名前をたくさん知っている人？　いろんな鳥の習性について説明できる人？
　たしかに自然についての様々な知識は持っているほうがいいでしょう。
　でもそれだけが大事なことでしょうか。
　　私たちの考える『自然観察インストラクター』とは「自然の感動を伝える人」です。
　ただ何気なく歩いている普段の道も、よく観ると生き物の不思議な営みでいっぱい。
　それを見つけてすごいなと感動できる、それがインストラクターの第一歩です。
　　そして、その感動を自分一人の中にとどめておくのではなく、他の人と共に分かち合う、
　そのことでその感動は大きな輪となり広がっていくことでしょう。その輪が、「身近な
　自然の大切さ」を実感させ、それを守ろうという力になることを私たちは信じています。
　　『自然観察インストラクター』とは、そんな広がりを生み出すためのリーダーとして
　活躍していく人です。

《《《《修了生修了生修了生修了生のののの声声声声》》》》

“たかが”「自然観察インストラクター講座」
は、終わってみれば50を超えても学ぶ喜び

の感性が残っていることを思い知らせてく
れた･･･、“されど”インスト講座である。
17年も継続してきた講座の履歴には、

先輩諸氏の多大な努力が潜んでいるに違い
ない。微力ながらも、そんな履歴の一部を
担えたらと来期が待ち遠しいし、身近な
社会に履歴を還元できないものか･･･
もがいてみたい。

　１７期　５０代　男性

　自然の中で、時間を過ごすことが楽しいと思

える講座でした。私もそうであったように同世代
の多くは、自然に見向きもせず、仕事の多忙さ
や自分を着飾るためにいそしんでいるのが日
常となっています。そんな彼らに、ふっと足を
止めてほしいです。街にも不思議がいっぱい
です。

　１６期　２０代　女性

　 「目から鱗」とはこのことかと思うほど
新鮮な 自然への目の向け方を教えられ、感
動しました。インストラクターなんて何を
するのかと、初めは とても難しく考えてい
ましたが、自然の見方、 読み解き方の手ほ
どきを優しく、楽しく学べるところなのだ
ということが分かりました。自然というキー
ワードでつながる 仲間も出来、楽しく受講
を終えることが出来ました。

　１４期　５０代　男性

《講師陣》
　　岡　　秀郎　　(社)大阪自然環境保全協会事務局長

　　 菅井　啓之　 京都ノートルダム女子大学教授
　　　新田　章伸 NPO法人 里山倶楽部 里山環境教育オフィス 自然体験活動トレーナー

土田　清文　　箕面観光ボランティアガイド・一級ビオトープ管理士
　 高田　直俊　 (社)大阪自然環境保全協会会長
　 長尾　文雄 　聖マーガレット生涯教育研究所主任研究員
　 佐藤　治雄 　大阪府立大学名誉教授(植物生態学)・(社)大阪自然環境保全協会副会長
　 松下　宏幸　　応急手当普及員・大和川自然さんぽの会代表

　 　布谷　知夫 　滋賀県立琵琶湖博物館総括学芸員
石井　実 　大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授

　 高畠　耕一郎 (社)大阪自然環境保全協会理事・吹田自然観察会
杉本　博 NPO法人 自然体験活動推進協議会　ＣＯＮＥ(自然体験活動)トレーナー

　　 地域観察会連絡会　他　　



《講座内容と日程》
　　　　＊＊＊＊講座講座講座講座はははは３３３３部構成部構成部構成部構成でででで、、、、基礎編基礎編基礎編基礎編はははは講義講義講義講義とととと実習実習実習実習、、、、応用編応用編応用編応用編はははは参加型参加型参加型参加型プログラムプログラムプログラムプログラムがががが中心中心中心中心ですですですです。。。。
　　　　　　　　実践編実践編実践編実践編ではではではでは受講生自身受講生自身受講生自身受講生自身でででで実際実際実際実際にににに公開観察会公開観察会公開観察会公開観察会をををを企画企画企画企画しししし、、、、開催開催開催開催しますしますしますします。。。。
　＊　＊　＊　＊平日平日平日平日のののの室内講座室内講座室内講座室内講座はははは、、、、水曜日水曜日水曜日水曜日のののの PMPMPMPM６６６６：：：：４５４５４５４５～～～～８８８８：：：：４５４５４５４５ですですですです。。。。
　　　　　　　　会場会場会場会場はははは、、、、環境情報環境情報環境情報環境情報プラザプラザプラザプラザ((((森森森森ノノノノ宮駅宮駅宮駅宮駅よりよりよりより徒歩徒歩徒歩徒歩５５５５分分分分：：：：裏面裏面裏面裏面にににに案内図案内図案内図案内図))))等等等等をををを予定予定予定予定していますしていますしていますしています。。。。
　　（　　（　　（　　（宿泊宿泊宿泊宿泊・・・・野外講座等野外講座等野外講座等野外講座等のののの会場会場会場会場・・・・時間時間時間時間などのなどのなどのなどの詳細詳細詳細詳細についてはについてはについてはについては受講決定後受講決定後受講決定後受講決定後おおおお知知知知らせしますらせしますらせしますらせします。）。）。）。）

　　※日程・講師･会場などの都合により変更する場合があります。《《《《基礎編基礎編基礎編基礎編》》》》
回　　月・日・曜 テーマ ／講師 ／会場

1 4月4日 (土) オリエンテーション ／岡　秀郎 環境情報プラザ

4月～9月 　 現場へ出よう、観察会参加体験(2～3日間)

2 4月19日 (日) 自然の見方・観察会入門 ／菅井啓之 烏帽子形公園
3 4月25日 (土) 宿泊研修①  野外で楽しもう ／新田章伸 服部緑地

 ～26日 (日)    CONE自然体験活動の理念 ／杉本  博 他
4 5月10日 (日) 里山を歩こう　 ／土田清文 他 妙見口・黒川
5 5月24日 (日) 初夏の自然を楽しもう         　 ／18期修了生 　〔未定〕

体験学習入門　　  　　　　 ／長尾文雄 　〔現地室内〕
6 5月27日 (水) 生態学入門①　　 ／佐藤治雄 環境情報プラザ
7 5月31日 (日) 生態学入門②　　 ／佐藤治雄 奈良公園

《《《《応用編応用編応用編応用編》》》》
回　　月・日・曜 テーマ ／講師 ／会場

8 6月7日 (日) フィールドを歩こう　　　　　 ／講座ｽﾀｯﾌ   　　各実習地
9 6月10日 (水) 環境を考える　　　　　　    　　　／講座ｽﾀｯﾌ 　 環境情報プラザ
10 6月20日 (土) 野外における安全・救急法 ／松下宏幸 他 環境情報プラザ
11 6月28日 (日) 自然保護と観察会、観察とテーマ　　／布谷知夫　　枚岡公園・室内
12 7月4日 (土) 宿泊研修②､ ／講座ｽﾀｯﾌ　 大阪府立野外活動

 ～5日 (日) 　 ミニ観察会のシミューレーション 　 センター(能勢)
13 7月22日 (水) 観察会の企画と運営　　　　　　 ／高畠耕一郎 環境情報プラザ

《《《《実践編実践編実践編実践編》》》》
回　　月・日・曜 テーマ ／会場

14 7月26日 (日) 　　現地下見 ① ／大阪城公園／服部緑地
はじめよう自分たちの観察会　 ／現地室内

15 8月2日 (日) 　　現地下見　(班別会議) ② ／大阪城公園／服部緑地
16 8月5日 (水) 人と自然のかかわり ～里山と昆虫～　／石井　実　　　環境情報プラザ
17 9月13日 (日) 　　現地下見　(班別会議) ③ 　　 　　　   　／大阪城公園／服部緑地
18 9月27日 (日) 　　現地下見　(班別会議) ④　　　　 　　　　／大阪城公園／服部緑地
19 10月4日 (日) 公開観察会　【A班実施、B班参加】   　／大阪城公園（大阪市）
20 10月12日 (祝) 公開観察会　【B班実施、A班参加】 ／服部緑地　（豊中市）
21 10月14日 (水) 講座のまとめ ／環境情報プラザ
22 10月18日 (日) 修了式　        　 ／高田直俊 クレオ大阪西



≪このこのこのこの講座講座講座講座をををを修了修了修了修了するとするとするとすると ．．．≫
　　この講座を修了された方は、(社)大阪自然環境保全協会に自然観察インストラクター
　として登録されます。また、当協会が主催･後援する自然観察会や調査活動にリーダー･
　スタッフとして参加できます。さらに、修了生が自主的にはじめた地域観察会グループ
　（主に基礎編で紹介した府下各地）で、講座修了生や他のメンバーと一緒になって活動
　することができます。
　　なお、自然体験活動推進協議会(CONE)の自然体験活動リーダーの道が開けます。

≪参加資格参加資格参加資格参加資格≫
　１８歳以上で次の条件を満たされる方
　 ①身近な自然を守るために何かやりたいと考えていること。
　 ②原則としてすべてのプログラムに参加できること。

≪参加費用参加費用参加費用参加費用≫
保全協会会員　　　　３３，０００円

一般　　 　　　 ３７，０００円
教材費、保険料、宿泊研修費を含みます。
ただし、宿泊研修時に若干の食費が別途必要です。

≪定定定定 　　　　員員員員≫
２５人 （定員を超えた場合、申込〆切後に抽選となります。）

☆申込された方、もしくは考慮中の方は、
下記のどちらかの説明会にご出席ください。

説明会は３月１１日(水) 19:00～20:30
３月１４日(土) 14:00～15:30

環境情報プラザ(森ノ宮)で行います。

≪申込方法申込方法申込方法申込方法≫
　ハガキ・E-mailに､氏名､性別､生年月日、
住所､電話番号を記入し､３３３３月月月月１６１６１６１６日日日日(必着必着必着必着)

迄に下記へお送りください※。

≪申申申申しししし込込込込みみみみ・・・・問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ≫
〒５３０－００４１
大阪市北区天神橋1-9-13 ﾊｲﾑ天神橋202号室
(社)大阪自然環境保全協会

自然観察インストラクター養成講座係
TEL:06-6242-8720 FAX:06-6881-8103　E-mail:inst@nature.or.jp

社団法人　大阪自然環境保全協会
　　身近な自然を愛し、これを守り育てたいと願う市民がボランティアで活動している

自然保護団体です。大阪南港に野鳥公園をつくるなどの運動に取り組んだ市民が中心
となって1976年に設立され、現在会員は約1200名、大阪を中心に近畿全域で活動を行
っています。主な自然保護活動として、市民による里山管理・保全運動、市民環境調
査、自然環境を守るための提言を行い、また、啓発活動として、自然やその保全につ
いて学ぶ講座・学習会、各地の観察会・「どんぐりまつり」などの行事を開催してい
ます。

※お寄せいただいた個人情報の取り扱いにつきましては当協会ホームページ掲載の「プライ
バシーポリシーhttp://www.nature.or.jp/shoko/rijikai/PrivacyPolicy.htm」をご確認
下さい。

【【【【説明会説明会説明会説明会・・・・室内講座会場室内講座会場室内講座会場室内講座会場】】】】


